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地質標本館のレプリカ標本の作製

佐藤喜男1)･利光誠一)

地質標本館では展示や標本研究･交換のためにレプリ

カ標本をつくる機会が年々増えています.印象材の性能

や使い勝手も大変よくなって,誰でも形態だけは極めて

精密に簡単にとることができます.印象材や基本的た作

業について説明いたします.

1.はじめに

大型化石の研究では水野篤行(1965),遠本格･小畠郁

生(1966)の指摘にあるようにレプリカ標本の作製が出

来る事は重要なテク千ックの1つです.また今回,説明

する方法は小型･中型の標本(野田,1980)から大型の標

本(長谷川,1980)まで,また化石以外にも野外で断裂系

の微細構造を採取したり,生痕化石や堆積構造の復元に

も有効であると考えられます.地質標本館では,採集不

能にたってしまった学問的に貴重た標本を所蔵している

大学や博物館の許可を得てレプリカ標本として作製所蔵

し,標本の完備性を高める事に努力しています.また,

入館者がr見る｣だけでなく,自由にさわれる参加型の

展示も企画できるわげです.

基本的た作…業はビニルシリコｰン印象材で型どりを行

写真2ナウマン象臼歯レプリカ標本(物1αω1oκo6o〃伽舳伽勿{
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い,石膏を型に流L込むといった手順です.まず最初

に全体の形を取るための作業(ユ次印象を取る)と精密た

印象を取るための作業(2次印象を取る)を組み合わせた

連合印象法と呼ばれるやりかたです.今回使用した2次

印象材は約3～4μm程度の凹凸まで再現できるもので

す.

作業の前半の部分は蜂矢喜一朗(1988)とほぼ同じで

す.蜂矢喜一朗･水野吉昭･松橋義隆(1980)のように

復元する標本が骨格の場合には,またちがった合成樹脂

系の模型剤が必要とたりますが,普通は超硬石膏による

方が作業が簡単で,最後の色づけも容易で初心者でもす

ぐに扱えるものです.

2｡作業を始める前に

2次印象をはずす時大きな標本,例えばナウマン象の

臼歯や大型の三葉虫,脊椎動物の頭蓋(タキヵワヵイギュｰ

ウ関連地質調査団編集,1984)等の複雑で細い突起や嫌が

あるようだ場合は作業を始める前に十分た補強を行い,

さらに型を分割する場合の切断面の取り方を検討して無

理た力が標本にかからないようにします.特に注意する

のは薄く剥げやすいもので,瞬間接着剤を良く浸透させ

ます.この時,瞬間接着剤と印象材は化学的に反応して

しまうので少し放置して乾燥するのを待ちます.

写真1ナウマン象臼歯レプリカ標本のビニルシリコｰン型
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写真3使用するビニルシリコｰン印象材.パテタイプは1次印

象,インジェクションタイプは2次印象用､

3｡使用する印象材ぺ百官｡その他の機材(写真

㌩

使用する材料は全て而至(〉一シｰ)歯科工業㈱の製

品です.

印象材:エグザフレックスパテタイプ

エグザフレックスイソジェクショソタイフ

ェグザフレックスリタｰダｰ(遅延材)

石膏:シュｰノレスｰトソ(超硬石膏)

清掃材:シュｰルキャストスプレｰ

振動器:バイブレｰタｰR■n

盈｡一次印象を取る

標本全体かまたは標本のついている面にアノレミ箔をか

ぶせ,表面の凹凸の外形をたどるといった感じでアルミ

箔のかぶせ残しのたいようにします.アルミ箔が重たっ

て厚さが変わっても気にしたいで,まずは全体の形を取

るつもり(1次印象をとる)で作業を行ってください.ア

ルミ箔の厚みの部分が2次印象材のはいる隙間になりま

す.つぎにエグザフレックスバテタイプを,使用法にし

たがって練り合わせてください(写真4).量が多いとき

は手のひらをすり合わせるように緩みあげるとすぐに均

一にたります.バテタイプは3分で硬化を始めますので

量が多いときは練る前にリタｰダｰを数滴たらしてくだ

さい.均一にたったら薄く(3mm)伸ばして標本全体,

採取したい化石のついている面にかぶせます.パテタイ

プは硬化するとかたり硬くなりますが薄くかぶせている

のでかたり柔軟性があります.もし厚いところがあった

らナイフで削って柔軟性をもたせてください.もしかぶ

せ残しや足りたいところがあったら粘土を継ぎ足してい

くようにパテタイプを少しずつ練って薄く伸ばし,貼り

つげていってください.この作業が終わったら一次印象

の型を標本から抜き取ったり,予定していた切断線に沿

って切断して型をはずしてください.もし,この時に力

をカ回えすぎて型を壊してLまったとしても,2次印象を

取るときのインジェクションタイプのシリコｰンが割れ

目に一沿って入ってきますので自動的に修復されます.こ

の後,アルミ箔を取り除き,一次印象の型の完成です.

次の作業に移る前に,この型に標本をスムｰズに出し入

れが出来るように余分なところのバテはナイフで削り落

としておいてください.

5.薯次印象を取る

エグザフレックスイソジェクショソタイプを使用法に

従って練り合わせます(写真5).この時も大量に必要た

場合はリタｰダｰをチュｰブ全量に対して1カプセノレの

割合で混ぜて普通の硬化時間(5分30秒)の約2倍まで

伸ばして使う事が出来ます.調合が終わったら,1次印

象の型の上に塗り残しのたいように,たるべく薄く均等

に塗って標本を型に押し込んでください.押し込んだと

きに余分のインジェクツヨソタイフのシリコｰンが漏れ

てきたり,垂れてきたりしますが,気にしたいで,硬化

写真4べ一スパナ,キャタリストパテをそれぞれ等量取り均一

な淡緑色になるまで手早く練り合わせる.

写真5べ一スパナ,キャタリストパテをそれぞれ等量取り均一

な淡い茶色になるまで手早く練り合わせる.(この時,

気泡が入らないように“へら"をうまく使って気泡を追

い出しなカミら行う).
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写真6

秋吉石灰岩層群産腕足類化石レプリカ標本

GSJF12870～12885

した後に切りとれぽさしつかえありません.この時気泡

が入らたいように十分に排気･圧接してください.硬

化が完了したら,ゆっくり標本を壊さないように,とき

どき空気を入れたから取り外します.これで二次印象を

祷っ型ができあがりました.もし型の取り残しや気泡に

よって型に穴が出来た場合には適量を新たに練り合わせ

て穴を充填して,少L余るくらいに盛り上げて,もう一

度,標本にかぶせてください.

6.;百脅を入れる

石膏を入れる前にシュｰルキャストスプレｰを型の内

側にスプレｰして,型の表面に気泡が付着するのを防ぎ

ます.石膏は決められた分量を正確に守り,水と混ぜ合

わせますが,この水にポスタｰカラｰを溶かしておきま

す.ここでつける色は,出来上がりの標本の中でかたり

た面積をしめる基調色とたりますので,なるべく淡い色

を選んでください.後で細部の補修のために余分の石膏

が必要にたりますから,この着色水は別に小分けにして

おきます.

小型～中型の標本では最初に筆で石膏を丁寧に塗って

おくと気泡ができたり,石膏がまわってたかったという

事は防げます.大型の標本の場合はバイブレｰタｰによ

り完全に気泡を取り去る事ができます.石膏がある程度

硬化(1時間～1時間30分後)したら型を取り出して,切

断面にできたバリを取ったり,気泡による小穴を先に小

分けにしておいた着色水を使って作った石膏で埋めたり

して完全た物にします.石膏はこのままでは完全には乾

燥したいので乾燥材を詰めた乾燥箱に2～3目置いてお

きます(金属製の菓子の空き箇に乾燥材を入れた物で良い).

一度作った型は非常に丈夫た物たので最低でも10回ぐ

1990年7月号

らいは石膏入れを行う事が出来ます.その時は1回毎に

水を流しながら柔らかいブラシで良く洗い,最後に超音

波洗浄機にかけ,良く乾燥させて石膏入れを行ってくだ

さい.

7.より本物らしく見せるために

原標本にそっくりに見せるために色を石膏模型につげ

るわげですが,初心者の方は水彩絵の具で色の薄い順に

双眼実体顕微鏡で見たがら面相筆で時間をかけてゆっく

り色をつげていってください.色をつけるのに慣れてき

たらより発色の良いアクリル系の絵の具(商品名,アクリ

ラ)を使ってみてください.ただし,この絵の具は乾く

と水で落ちません.最後に秘伝を2つほど紹介Lます.

(1)水彩絵の具やアクリラで塗色後すぐにヘヤｰドラ

イヤｰの熱風を標本に当てながら柔かいブラシでブ

ラッシングすると独特の光沢がでてきます.

(2)様々た色を持つ自然の堆積岩をすり鉢ですって細

かい粉にしておきます.この中からその原標本の色

にあった粉を選んで,(1)の作業をこの粉を標本にふ'

りかげたがら行うといかにも今掘り出して来た,

“数百万年も前の物"だという雰囲気が出てきます.

レプリカ標本の恐竜の卵の殻(写真7)をはがそうと

一しょうげんめいにたっている人を時々見かけます.少

し練習すれぼだれでも一般の人には本物との区別が難

しいようだ,良い仕上がりのレプリカ標本を作る事が出

来ます.

8.まとめ

あまり詳しいところまで説明できませんでしたカミ,後

は原標本の種類･性質に合わせて工夫をしてみてくださ�
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写真7

恐竜の卵レプリカ標本(助脚108α〃〃8)GSJ
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い.レプリカ標本を作製したときに気をつけたくてはい

げない事は,貴重な標本の場合は型が出来てしまうと標

本所蔵者の意志とは無関係にどんどんレプリカ標本が作

られてしまう危険があり,この点に関したトラブルは極

めて多いことです.複製の許可をもらう事は当然です

が,いくら材料費･手間がかかっているからといって

も,基本的には型は標本所蔵者のもとに戻して保管して

もらうのが最良と考えられます.
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